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令和５年度 秋田大学公開講座

資源フィールドを歩こう 話そう 感じよう！
アフリカ/東南アジア/中央アジアの可能性と将来
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アフリカの言語とフィールドワーク

世界の言語とフィールド言語

世界の経済発展と地球温暖化問題

エネルギー分野での国際協力
－SATREPS プロジェクトの紹介－
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アフリカの言語と聞いてどのようなものを思い浮かべますか？音声
言語と視覚言語（手話）の実態についてお話します。さらに、国際
資源学部の学生が必修で参加する海外資源フィールドワークの一
つ、ボツワナでのプログラムも紹介します。日本では体験できない
ダイヤモンド鉱山や銅鉱山訪問の様子をじっくり見てください。

あらゆる動物のなかで人間が唯一持っているものとされる言語。言
語は人間の最も重要な資源です。世界の言語はどのように分類でき
るのか ?言語の普遍性とは？さらに、言語の死 (language death)、
言語とジェンダーの問題などを、フィールドでのインタビューやコ
ンサルテーション、ダイアローグから得たデータをもとに話してい
きたいと思います。

世界では依然として貧困に苦しむ人々が多い一方で、著しく経済成
長してきた地域もあります。このような経済成長は、地球温暖化問
題から見て何を意味しているのか？について紹介します。またそも
そも地球温暖化の何が問題なのか分かりやすくお話します。秋田県
に住む私たちに何ができるか一緒に考えてみましょう。

世界では、日々の生活を手に入れられない人々が多くいます。エネ
ルギー貧困問題と言われるこの問題の解決は、地球温暖化対策と同
時に実施する必要があります。現在、秋田大学が実施する SATREPS
「地中熱を利用した脱炭素型熱エネルギー供給システムの構築」プ
ロジェクトを通して、これらの問題解決の可能性について考えてみ
ましょう。


